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Ⅰ 農政改革「秋の陣」 

９月６日、参議院選挙で中断されていた自民党・骨太ＰＴが再開された。小

泉委員長は「１１月には取りまとめを行う」と述べた。同氏はかねてから「全

農改革が本丸」と述べており、資材価格の引き下げ議論の中で、全農のあり方

も今後の焦点になってくると予想される。 

また、菅義偉官房長官は、９月６日の記者会見で「全農のあり方についても

徹底した改革が必要だ」と述べ、自民党・骨太ＰＴについて「全面的に支援し

ていきたい」との考えを示した。 

９月１２日、規制改革会議の後継組織「規制改革推進会議」の初会合が開か

れ、出席した安倍首相は、「（農業の）関連業界や全農のあり方を予断なく見直

す。具体的施策は秋のうちに決断する」と述べた。同会合において、農業ＷＧ

の設置が決定され、同会議の議長代理に就任した金丸恭文氏が座長に留任した。 

秋の臨時国会は、９月２６日に開会される。衆議院ＴＰＰ特別委員会におけ

るＴＰＰ国会審議は、第２次補正予算案の可決・成立後に開始されると見られ

ており、本格的な審議は１０月中旬以降になることが想定される。 

 

Ⅱ ＴＰＰをめぐる情勢 

米国オバマ大統領が目指すＴＰＰ早期承認に対し、米国上院共和党トップの

マコネル院内総務、下院のライアン議長ともに、ＴＰＰ審議の進展は次期政権

以降となるとの考えを示唆している。 

安倍首相は国連総会への出席等のため、１８日から訪米し、バイデン副大統

領と会談等を行い、ＴＰＰ早期承認に関する発言をしている。 

 

Ⅲ 第２次補正予算及び次年度予算、税制改正 

８月２４日、平成２８年第２次補正予算案が閣議決定された。農業関係につ

いては、総額 5,739億円が確保され、このうち、ＴＰＰ関連対策が 3,453億円、

土地改良（農業農村整備）関連事業が 1,752億円とされた。 

８月３１日、平成２９年度当初予算の概算要求が、各省庁から財務省へ提出

された。農林水産予算の概算要求は、今年度予算比 14.1％増の２兆 6,350 億

円となった。「総合的なＴＰＰ関連政策大綱」で検討の継続項目とされた分野

については、今秋のとりまとめを受けて予算編成過程において柔軟に対応する

こととされた。 

平成２９年度税制改正要望については、適用期限の切れる「農業経営基盤強

化準備金の特例」や「農業用Ａ重油の石油石炭税の免税及び還付」、「肉用牛の

売却による農業所得の課税の特例（肉免）」や、協同組合等にかかる法人税制、

都市農業振興基本法の制定を受けた税制措置などを要望している。 
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